
1 － 税務行政の効率性に係る諸相（一）（手塚）
　
　

税
務
行
政
の
効
率
性
に
係
る
諸
相
（
一
）

　
　
　

 
―― 

ド
イ
ツ
行
政
法
・
租
税
法
の
議
論
と
制
度
改
正
に
つ
い
て 

――手　

塚　

貴　

大

一　

検
討
の
視
角

二　

税
務
行
政
行
為
の
自
動
化

　

（一）　

自
動
化
の
実
態

　

（二）　

自
動
化
の
理
論
と
評
価
（
以
上
、
本
号
）

三　

税
務
行
政
効
率
化
の
制
度

　

（一）　

事
前
照
会
制
度

　

（二）　

事
実
に
関
す
る
合
意

　

（三）　

電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査

四　

結
語一　

検
討
の
視
角

　

本
稿
は
、
特
に
、
効
率
性
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
る
、
税
務
行
政
の
あ
り
方
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
、
お
そ
ら

く
は
、
特
に
わ
が
国
で
は
、
租
税
手
続
に
お
い
て
最
も
重
要
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
）
納
税
義
務
者
の
権
利
保
護
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
両
者
は
相
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

１
）。

　

本
稿
は
、
税
務
行
政
に
係
る
効
率
性
に
つ
い
て
の
検
討
の
素
材
と
し
て
、
ド
イ
ツ
行
政
法
学
・
租
税
法
学
を
参
照
す
る
。
例
え
ば
、
電



広島法学　47 巻１号（2023 年）－2

子
政
府
（
の
実
態
）（

２
）を

見
て
み
る
と
、
こ
れ
は
、
電
子
的
媒
体
を
通
じ
た
情
報
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
よ
り
、
統
治
お
よ

び
行
政
（
政
府
）
と
関
連
す
る
業
務
上
の
手
続
を
処
理
す
る
も
の（

３
）と

さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
行
政
の
機
械
化
は
特
に
租
税
の
領
域
で

は
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
る（

４
）。

ま
た
、い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
言
及
も
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り（

５
）、（

い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ

ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
）
効
率
化
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

（
６
）（
７
）。

　

行
政
法
の
領
域
に
お
け
る
最
近
の
立
法
動
向
と
し
て
、
一
に
、
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
三
五
ａ
条
の
制
定
が
あ
る（

８
）。

こ
れ
は
、
後
に
も
述

べ
る
よ
う
に
、
行
政
行
為
が
行
政
庁
の
意
思
が
介
在
す
る
こ
と
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
判
断
に
よ
り
な
さ
れ
る
と
い
う
、
侵
害
行
政

（
１
） 　

こ
れ
に
関
す
る
筆
者
の
見
方
は
、
手
塚
貴
大
「
租
税
手
続
法
の
解
釈
と
立
法
（
三
・
完
）
―
国
税
通
則
法
改
正
の
動
向
と
評
価
―
」
自
治
研
究
八
九
巻

一
〇
号
四
〇
―
四
一
頁
に
お
い
て
、
我
が
国
の
制
度
を
参
照
し
つ
つ
、
若
干
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
２
） 　M

aurer, H
artm

ut / C
hristian W

aldhoff, A
llgem

eines Verw
altungsrecht 20.A

ufl., M
ünchen 2020, 

§18 R
n.1ff. 

さ
ら
に
は
、Schm

idt, C
hristoph, D

as 

m
odernisierte B

esteuerungsverfahren in D
eutschland im

 Vergleich zu Ö
sterreich:D

ie verfassungsm
äße Fortentw

icklung von E-G
overnm

ent als 

H
erausforderung und C

hance f ür die deutsche Finanzverw
altung, B

erlin 2021, S.67ff.

（
３
） 　Siegel, Thorsten, E-G

overnm
ent und das Verw

altungsverfahrensgesetz, D
V

B
l. 2020, 553.

（
４
） 　G

uckelberger, A
nnette, E-G

overnm
ent:Ein Paradigm

enw
echsel in Verw

altung und Verw
altungsrecht, V

V
D

StR
L 78 (2019), S.237. 

ま
た
、

Tegethoff, C
arsten / U

rlich R
am

sauer, in:K
opp, Ferdinand / U

rlich R
am

sauer (H
rsg.), Verw

altungsverfahrensgesetz:K
om

m
entar 23.A

ufl., M
ünchen 

2022, 

§ 35a R
n.1

は
、
従
前
行
政
行
為
を
発
遣
す
る
過
程
で
、
デ
ー
タ
処
理
機
は
投
入
さ
れ
て
き
た
と
す
る
。
そ
の
他
に
も
、Polom

ski, R
alf-M

ichael, D
er 

autom
atisierte Verw

altungsakt:D
ie Verw

altung an der Schw
elle von der A

utom
ation zur Inform

ations- und K
om

m
unikationstechnik, B

erlin 1993, 
S.24ff.

（
５
） 　M

aurer / W
aldhoff, A

llgem
eines Verw

altungsrecht (Fn.2), 

§ 2 R
n.19;B

ritz, G
abriele / M

artin Eifert, in:Voßkuhle, A
ndreas / M

artin Eifert / 

C
hristoph M

öller s (H
rsg.), G

rundlagen des Verw
altungsrechts B

and I 3.A
ufl., M

ünchen 2022, 

§ 26 R
n.1.

（
６
） 　B

ritz / Eifert, in: Voßkuhle / Eifert / M
öllers (H

rsg.), G
rundlagen (Fn.5), 

§ 26 R
n.3f.;G

roß, Thom
as, D

ie Inform
atisierung der Verw

altung:Eine 

Zw
ischenbilanz auf dem

 W
eg von der Verw

altungsautom
ation zum

 E-G
overnm

ent, Verw
A

rch. 95 (2004), 412.
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に
お
い
て
も
可
能
と
さ
れ
る（
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
一
五
五
条
四
項
か
ら
読
み
取
り
可
能
と
さ
れ
る
が
）

（
９
）

行
政
行
為
の
自
動
化
に
係
る
エ
ッ

セ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
の
立
法
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る）

10
（

。
曰
く
、「
完
全
自
動
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
投
入
の

も
と
で
は
、
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
意
思
的
活
動
は
欠
如
し
て
お
り
、
む
し
ろ
、
い
わ
ば
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
段
階
で
前
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
技
術
の
進
歩
に
も
拘
わ
ら
ず
、
行
政
行
為
の
完
全
自
動
に
よ
る
発
遣
は
、
適
用
さ
れ

る
実
体
法
が
、
裁
量
お
よ
び
判
断
余
地
な
く
、
そ
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
を
規
定
す
る
と
き
の
み
に
問
題
と
な
る
。
裁
量
の
執
行
は
、

事
実
関
係
に
関
す
る
個
人
の
判
断
の
よ
う
に
、
人
間
の
意
思
的
活
動
を
前
提
と
す
る
。
法
律
の
留
保
は
、
行
政
手
続
法
の
広
い
適
用
領
域

を
直
視
し
て
、
完
全
に
自
動
か
さ
れ
た
処
理
に
相
応
し
い
手
続
の
み
を
許
容
す
る
」
と
。
な
お
、
こ
の
行
政
手
続
法
三
五
ａ
条
の
立
法
目

的
と
し
て
は
、
学
説
上
、（
学
術
的
疑
義
の
排
除
を
企
図
し
て
）
完
全
自
動
型
行
政
行
為
の
可
能
性
の
明
示
を
な
し
た
り
、
そ
れ
に
一
定

の
制
限
の
設
定
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
ま
た
、
立
法
内
容
と
し
て
は
、（
同
内
容
の
規
定
を
有
す
る
）

租
税
通
則
法
と
一
致
し
て
い
る）

12
（

。

（
７
） 　

な
お
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
国
家
権
力
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、B

oehm
e-N

ießler, Volker, D
as Ende des Staates?: Zu den A

usw
irkungen der 

D
igitalisierung auf den Staat, ZÖ

R
 (2009) 64, S.175f.

に
よ
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
国
家
は
、
そ
の
権
力
行
使
を
物
理
的
な
力
で
は
な
く
、
価
値
に

影
響
を
与
え
た
り
、
ま
た
は
技
術
的
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
統
制
し
た
り
、
ま
た
は
統
制
し
よ
う
と
試
み
る
そ
う
し
た
権
威
的
ま
た
は
デ
ー
タ
を

整
除
す
る
権
力
の
形
式
を
利
用
す
る
、
と
い
う
。

（
８
） 　Stelkens, U

rlich, in:Stelkens, Paul / H
einz Joachim

 B
onk / M

ichael Sachs (H
rsg.), Verw

altungsverfahrensgesetz 9.A
ufl.,M

ünchen 2017, 

§ 35a 
R

n.1ff.

（
９
） 　Stelkens, in:Stelkens / B

onk / Sachs (H
rsg.), V

w
V

fG
 (Fn.8), 

§ 35a R
n.7.

（
10
） 　B

T-D
rucks. 18 / 8434, 122.

（
11
） 　Stegm

ller, M
artin, Vollautom

atische Verw
altungsakte-eine kritische Sicht auf die neuen 

§ 24 I 3 und 

§ 35a V
w

V
fG

, N
V

w
Z 2018, 354.
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二
に
、
特
に
、
税
務
行
政
に
つ
い
て
は
、
租
税
手
続
現
代
化
法
（G

esetz zur M
odernisierung des B

esteuerungsverfahren

）
の
制
定）

13
（

に
よ
る
租
税
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る）

14
（

。
こ
れ
も
、
行
政
行
為
の
完
全
自
動
化
の
例
で
あ
り）

15
（

、
こ
の
完
全
自
動
型
行
政
行
為
と
は
、
ま
っ

た
く
人
間
の
作
為
な
く
一
定
の
要
件
の
も
と
に
成
立
し
、
発
遣
さ
れ
、
行
政
行
為
と
し
て
の
性
質
を
持
ち
、
関
連
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も

の
と
定
義
さ
れ
る）

16
（

。
確
か
に
、
行
政
行
為
の
発
遣
に
伴
う
作
業
コ
ス
ト
に
つ
き
、
人
手
が
か
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
相
応
の
作
業
量
の
減

少
と
い
う
意
味
で
の
効
率
性
は
獲
得
で
き
そ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
制
度
に
は
種
々
の
理
論
的
評
価
が
可
能
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
行
政
法
・
租
税
法
に
係
る
最
近
の
制
度
改
正
を
基
に
し
て
、
学
説
の
評
価
を
参
照
し
つ
つ
、
効
率
性
を
実
現

す
る
諸
制
度
に
関
す
る
内
実
あ
る
い
は
実
相
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。
具
体
的
に
は
、
納
税
申
告
に
対
す
る
処
理
方
法
で
あ
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
（
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
八
八
条
五
項
）、事
実
に
関
す
る
合
意
、事
前
照
会
制
度
（
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
八
九
条
）、

電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査
（
一
四
七
条
）
が
中
心
と
な
る
。
ま
た
、
本
稿
の
主
題
（
特
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
）
に
つ
い

て
は
、
別
稿
で
概
要
部
分
の
み
若
干
の
検
討
を
行
っ
た
の
で）

17
（

、
そ
の
成
果
も
踏
ま
え
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

（
12
） 　B

T-D
rucks. 18 / 8434, S.122.

（
13
） 　M

aurer / W
aldhoff, A

llgem
eines Verw

altungsrecht (Fn.2), 
§ 5 R

n.7.

（
14
） 　

例
え
ば
、M

ellinghoff, R
udolf, G

erichtliche K
ontrolle des digitalen G

esetzesvollzugs, in:H
ey, Johanna (H

rsg.), D
igitalisierung im

 Steuerrecht. 

K
öln 2019, S.287ff.

（
15
） 　Tegethoff / R

am
sauer, in:K

opp / R
am

sauer (H
rsg.), V

w
V

fG
 (Fn.4), 

§ 35a R
n.4.

（
16
） 　Tegethoff / R

am
sauer, in:K

opp / R
am

sauer (H
rsg.), V

w
V

fG
 (Fn.4), 

§ 35a R
n.2, 8ff. 

さ
ら
に
、
参
照
、B

T-D
rucks. 18 / 8434, S.122.

（
17
） 　

手
塚
貴
大
「
税
務
行
政
の
効
率
性
と
そ
の
制
度
化
に
つ
い
て
―
ド
イ
ツ
租
税
法
に
見
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
等
の
実
装
―
」
税
研
二
一
九
号
二
三

頁
以
下
。
こ
の
改
革
の
主
目
的
と
し
て
、
経
済
的
・
合
目
的
的
、
そ
し
て
リ
ス
ク
を
指
向
す
る
そ
う
し
た
課
税
庁
の
も
と
に
お
け
る
希
少
な
人
的
リ
ソ
ー
ス

の
投
入
の
実
現
が
あ
る
。B

T-D
rucks. 18 / 7454, S.48.
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な
お
、興
味
深
い
も
の
と
し
て
、行
政
法
とK

I

（K
ünstliche Intelligenz

）
）
19
）（
18
（

と
の
関
係
が
あ
る
が
、特
に
、KI

は
行
政
上
の
意
思
決
定
、

す
な
わ
ち
特
に
税
務
行
政
に
係
る
完
全
自
動
型
行
政
行
為
の
実
施
に
際
し
て
如
何
に
し
て
機
能
す
る
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る）

20
（

。

二　

税
務
行
政
行
為
の
自
動
化

　

（一）　

自
動
化
の
実
態

１　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
と
効
率
性

　

こ
こ
で
、
自
動
化
の
実
態
例
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
を
検
討
す
る
。
こ
れ
は
、
一
定
の
基
準
を
充
足
す
る
納

税
申
告
を
、
課
税
庁
職
員
の
手
作
業
で
審
査
す
る）

21
（

、
本
来
の
審
査
活
動
を
補
う
の
で
は
な
く
、
限
定
さ
れ
た
行
政
リ
ソ
ー
ス
を
統
制
の
必

要
性
に
応
じ
て
制
御
す
る
も
の
で
あ
る）

22
（

。
い
わ
ば
統
制
が
必
要
な
、
規
範
回
避
行
動
と
い
う
リ
ス
ク
を
帯
有
す
る
租
税
事
案
を
で
き
る
だ

け
目
的
に
沿
う
形
で
識
別
し
、
そ
し
て
、
課
税
庁
の
審
査
活
動
を
そ
れ
に
集
中
す
る
の
で
あ
る）

23
（

。
具
体
的
仕
組
み
は
、
ド
イ
ツ
租
税
通
則

法
八
八
条
五
項
に
あ
る
が）

24
（

、
一
定
の
基
準
で
以
て
、
併
せ
て
い
わ
ゆ
る
偶
然
審
査
を
用
い
て
適
宜
課
税
庁
職
員
に
よ
る
手
作
業
で
の
申
告

（
18
） 　G

uggenberger, Leonid, Einsatz künstlichder Intelligenz in der Verw
altung, N

V
w

Z 2019, 844ff.

（
19
） 　

い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｉ
と
の
異
動
に
つ
い
て
は
、H

erberger, M
axim

ilian, 〝K
ünstliche Intelligenz

〞 und R
echt-Ein O

rientierungsversuch-, N
JW

 2018, 2826.

（
20
） 　D

jeffal, C
hristian, K

ünstliche Intelligenz in der Ö
ffentlichen Verw

altung, B
erichte des N

ationalen E-G
overnm

ent K
om

petenzzentrum
s, B

d.3 
(https://w

w
w.hiig.de/w

p-content/uploads /2019/03/N
EG

Z-K
uTzstudie-3-K

uenstlIntelligenz-20181113-digital.pdf), S.5.

（
21
） 　H

ahlw
eg, Jan, in:K

oenig, U
rlich (H

rsg.), A
bgabenordnung 

§ 

§ 1 bis 368:K
om

m
entar, M

ünchen 2021, 

§ 88 R
n.41.
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処
理
に
あ
た
る
事
案
を
析
出
し
、
そ
の
他
は
納
税
申
告
の
内
容
を
容
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仕
組
み
の
背
景
と
し
て
、
信
頼
の

前
段
供
与
（Vertrauenvorschuss

）
が
あ
り）

25
（

、
こ
れ
は
、
凡
そ
納
税
義
務
者
が
十
分
に
協
力
し
、
申
告
内
容
に
誤
り
ま
た
は
不
完
全
で
あ

る
端
緒
が
な
い
場
合
に
は
、
さ
ら
な
る
解
明
の
契
機
は
存
在
し
な
い
と
い
う
思
考
で
あ
る）

26
（

。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
経

済
性
の
原
則
に
言
及
が
あ
り）

27
（

、
そ
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
憲
法
上
の
原
則
で
あ
り）

28
（

、
意
味
内
容
と
し
て
は
、
国
家
権
力
は
、
公
共
の
利

益
の
受
託
者
と
し
て
、
そ
の
リ
ソ
ー
ス
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
に
利
用
す
る
義
務
が
あ
る）

29
（

（
税
収
を
最
大
化
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な

い）
30
（

）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、こ
れ
を
憲
法
上
の
原
則
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、平
等
原
則
、合
法
性
の
原
則
と
ト
レ
ー

（
22
） 　Seer, R

om
an, in: :Tipke, K

laus / Joachim
 Lang (H

rsg.), Steuerrecht 24.A
ufl., K

öln 2021, R
n.21.7. 

そ
の
他
に
も
、M

üller-Franken, Sebastian, 

G
rundfragen des B

esteuerungsverfahrens:A
nforderungen des R

echts an die D
igitalisierung der G

ew
innung und Verarbeitung von Inform

ationen im
 

Steuerrecht, StuW
 2018, 114.

（
23
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R
n.21.7.

（
24
） 　R

ätke, B
ernd, in:K

lein, Franz (H
rsg.), A

bgabenordnung:K
om

m
entar 15.A

ufl., M
ünchen 2020, 

§ 88 R
n.90ff., 98.

（
25
） 　Seer, in: Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22) R
n.21.5.

（
26
） 　Sediqi, Em

ran, W
irtschaftlichkeit, Zw

eckm
äßigkeit und R

isikom
anegem

ent-D
er U

ntersuchungsgrundsatz im
 Lichte des 

§ 88 A
O

 n.F., B
erlin 

2021, S.98ff. 

所
論
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
本
文
中
の
よ
う
に
、（
根
拠
は
お
そ
ら
く
経
験
則
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
が
）
納
税
義
務
者
の
申
告
内
容
に

信
頼
を
置
い
た
上
で
、
税
務
執
行
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

（
27
） 　H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.), A

O
 (Fn.21), 

§ 3 R
n.41; Sediqi, W

irtschaftlichkeit (Fn.26), S.108.

（
28
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R
n.21.3.

（
29
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R
n.21.3.

（
30
） 　Sediqi, W

irtschaftlichkeit (Fn.26), S.108;Seer, R
om

an, M
odernisierung des B

esteuerungsverfahrens:G
edanken zum

 R
eferententw

urf zur 

M
odernisierung des B

esteuerungsverfahrens, StuW
 2015 , 319f.
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ド
オ
フ
が
可
能
と
な
る
関
係
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
効
率
性
も
十
分
に
汲
ん
だ
制
度
設
計
が
可
能
と
な
る
余
地
が
生
じ
る
。
な
お
、
立
法

理
由
に
よ
れ
ば
、
か
よ
う
な
制
度
設
計
は
人
口
の
発
展
に
よ
る
問
題
、
執
行
の
欠
陥
へ
の
対
応
に
相
当
す
る
と
い
う）

31
（

。
そ
の
結
果
、
課
税

実
務
上
は
、
い
わ
ゆ
る
自
己
賦
課
（Selbstveranlagung

））
32
（

の
実
態
が
あ
り）

33
（

、
言
う
な
れ
ば
、
基
本
的
に
は
、
納
税
義
務
者
の
申
告
内
容

通
り
の
課
税
処
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
と
税
務
行
政
の
諸
原
則
と
の
関
係

　

こ
こ
で
、
さ
ら
に
税
務
行
政
の
原
則
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る）

34
（

。
何
故
な
ら
、
そ
れ
ら
と
設
計
さ
れ
た
制
度
と
の
整
合
性
は
理
論
上
常
に

問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
本
稿
が
特
に
着
目
す
る
（
申
告
主
義
（D

eklarationsprinzip

））
35
（

を
補
う
も
の
と
し
て
の
）
検
証

主
義
（Verfikationsprinzip
）
が
あ
り）

36
（

、
こ
れ
は
納
税
義
務
者
の
申
告
内
容
を
精
査
す
る
対
応
を
課
税
庁
の
も
と
で
も
た
ら
す
も
の
で
あ

る
た
め
、
信
頼
の
前
段
供
与
の
制
限
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
平
等
原
則
、
合
法
性
の
原
則
等
と
の
整
合
性
も
当
然
に

問
わ
れ
る
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
諸
原
則
を
如
何
に
し
て
整
合
さ
せ
る
か
、
で
あ
る）

37
（

。
例
え
ば
、
人
手
を
介
さ
な
い
で
行
政
行
為
を
発
遣

（
31
） 　H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.), A

O
 (Fn.21), 

§ 85 R
n.20.

（
32
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R
n.21.5.

（
33
） 　D

rüen, K
laus-D

ieter, D
ie Zukunft des Steuerverfahrens, in

：Schön W
olfgang (H

rsg.), Zukunftsfragen des deutschen Steuerrechts, B
erlin

・

H
eidelberg 2009, S.15;Seer (Fn.30), StuW

 2015, 321f.

（
34
） 　D

rüen, K
laus-D

ieter, A
m

tserm
ittlungsgrundsatz und R

isikom
anagem

ent, in:H
ey (H

rsg.), D
igitalisierung (Fn.14), S.193ff.

（
35
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R
n.21.5.

（
36
） 　H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.), A

O
 (Fn.21), 

§ 3 R
n.71.

（
37
） 　B

raun B
inder, N

adja, Vollautom
atisierte Verw

altungsverfahren im
 allgem

einen Verw
altungsverfahrensrecht? :D

er G
esetzentw

urf zur 

M
odernisierung des B

esteuerungsverfahren als Vorbild für vollautom
atisierte Verw

altungsverfahren nach dem
 V

w
V

fG
, N

V
w

Z 2016, 962.
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す
る
と
い
う
完
全
自
動
化
は
性
質
上
個
別
ケ
ー
ス
の
詳
細
を
課
税
庁
が
把
握
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
一
定
の
場
合
に
は
完
全
自

動
化
か
ら
除
外
し
、
担
当
者
に
よ
る
手
作
業
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が）

38
（

、
こ
れ
は
、
効
率
性
と
合
法
性
、
平
等
性
と
の
間
の
相
克
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
視
点
を
個
々
の
ケ
ー
ス
の
合
法
的
課
税
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
の
合
法
的
課
税
に
置
く
と
い
う
途
が

あ
る）

39
（

。
こ
れ
は
、
同
時
に
、
公
法
学
上
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
過
剰
禁
止
を
通
じ
て
も
正
当
化
さ
れ
る
議
論
で
あ
る）

40
（

。
す
な
わ
ち
、
個
々

の
課
税
事
案
に
過
度
に
関
わ
る
と
、
納
税
義
務
者
の
自
由
に
対
す
る
制
約
的
あ
る
い
は
侵
害
的
効
果
が
発
現
す
る
の
で
、
相
応
に
抑
制
的

な
課
税
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

職
権
主
義
と
の
関
係
も
問
題
と
な
る）

41
（

。
こ
の
点
、
学
説
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
凡
そ
〝
こ
れ
は

状
況
依
存
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
専
門
官
庁
の
具
体
的
な
執
行
任
務
に
依
存
す
る
、
特
殊
専
門
的
な
、
発
展
に
開
か
れ
た

目
的
基
準
（Zielvorgabe

）
で
あ
る）

42
（

、
立
法
者
は
課
税
庁
に
対
し
実
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
規
定
し
、
検
証
行
政
は
そ
れ
を
で
き
る
範
囲
で

実
施
す
る）

43
（

。
そ
の
実
施
の
種
類
・
方
法
は
管
轄
す
る
課
税
庁
の
手
続
裁
量
に
あ
る）

44
（

〞
と
。
要
す
る
に
、
職
権
主
義
に
基
づ
き
個
々
の
課
税

事
案
に
つ
き
、
事
実
関
係
の
完
全
な
解
明
は
要
求
さ
れ
ず
、
事
実
関
係
解
明
の
程
度
は
課
税
庁
の
裁
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ

（
38
） 　Stegm

üller (Fn.11), N
V

w
Z 2018, 357f.

（
39
） 　H

ey, Johanna, in:Tipke / Lang (H
rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R

n.3.239;Seer, in:Tipke / Lang (H
rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R

n.21.6.

（
40
） 　H

ey, in:Tipke / Lang (H
rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R

n.3.180ff.;Seer, R
om

an, Im
pulsreferat, in:D

W
S (H

rsg.), Selbstveranlagung-W
egfall des 

A
m

tserm
ittlungsgrundsatz? , D

W
S-Schriftenreihe N

r.30 (https://w
w

w
.dw

s-institut.d e/sites/default/files/2023-01/D
W

S-Schriftenreihe_B
d.%
2030_

Sym
posium

%
202014.pdf), S.15.

（
41
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R
n.21.3

（
42
） 　D

rüen, A
m

tserm
ittlungsgrundsatz (Fn.34), S.195.

（
43
） 　D

rüen, A
m

tserm
ittlungsgrundsatz (Fn.34), S.197.
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と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
課
税
庁
に
よ
る
事
実
関
係
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
100
％-D

oktrin

の
排
除
が
妥
当
す
る
と
さ
れ
て
お

り）
45
（

（
異
説
あ
り）

46
（

）、
税
務
行
政
の
リ
ソ
ー
ス
の
有
限
性
の
も
と
で
税
務
行
政
の
運
用
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

47
（

。
具

体
的
に
は
、
納
税
義
務
者
の
協
力
義
務
が
果
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
事
実
関
係
の
解
明
は
お
お
よ
そ
の
蓋
然
性
で
よ
い
と
さ
れ
る）

48
（

。
こ

こ
で
職
権
主
義
と
納
税
義
務
者
・
課
税
庁
間
の
協
働
と
が
接
合
さ
れ
て
い
る）

49
（

。
但
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
職
権
主
義
お
よ
び
職
権
に
よ
り

事
実
関
係
の
真
実
性
と
正
し
さ
に
つ
い
て
の
自
己
の
確
証
を
得
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く）

50
（

、
職
権
主
義
は
領
域
特
殊
的
に

変
化
し
、
執
行
を
確
実
に
す
る
構
造
化
を
な
す
義
務
に
転
化
す
る）

51
（

。（
お
そ
ら
く
は
手
続
裁
量
の
当
て
は
め
を
前
提
と
す
る
文
脈
で
あ
ろ

（
44
） 　Seer, R

om
an, D

er Vollzug von Steuergesetzen unter den B
edingungen einer M

assenverw
altung, W

idm
ann, W

erner (H
rsg.), Steuervollzug im

 

R
echtsstaat, K

öln 2008, S.12. 
な
お
、
な
お
、
行
政
手
続
一
般
に
つ
い
て
は
、R

am
sauer, U

rlich, in:K
opp / R

am
souer (H

rsg.), V
w

V
fG

 (Fn.4), 

§ 24 
R

n.7.

（
45
） 　Seer, D

er Vollzug von Steuergesetzen (Fn.44), S.10f.;ders., in:Tipke / Lang (H
rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R

n.21.6;ders., Im
pulsreferat (Fn.40), 

S.14.

（
46
） 　

詳
し
く
は
、Seer, R

om
an, M

öglichkeit und G
renzen eines “m

aßvollen

” Gesetzesvollzugs durch die Finanzverw
altung, FR

 1997, 555f.

（
47
） 　

例
え
ば
、Seer (Fn.46), FR
 1997, 556f.

に
よ
る
と
、
有
限
の
リ
ソ
ー
ス
と
い
う
与
件
の
も
と
で
、
個
別
ケ
ー
ス
に
課
税
庁
が
注
力
す
る
と
、
そ
の
他
の
ケ
ー

ス
を
処
理
で
き
な
い
た
め
、
そ
れ
は
法
適
用
の
平
等
に
違
反
す
る
の
み
で
な
く
（
恣
意
的
と
も
す
る
）、
財
政
・
国
家
の
緊
急
事
態
を
招
く
と
す
る
。
そ
れ
故
、

個
別
の
ケ
ー
ス
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
の
執
行
（G

esam
tvollzug

）
が
行
政
作
用
の
基
点
と
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
。

（
48
） 　Spilker, B

ettina, B
ehördliche A

m
tserm

ittlung, Tübingen 2015, 150f. 
所
論
は
、そ
れ
故
に
、リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
を
推
奨
す
る
（A

.a.O
., 

S.151.

）
ま
た
、
所
論
は
別
の
箇
所
で
は
、
協
力
義
務
が
果
た
さ
れ
な
い
こ
と
に
拠
り
、
事
実
関
係
の
解
明
が
不
可
能
、
相
当
な
負
担
と
な
っ
た
際
に
、
本
文

中
の
帰
結
が
導
出
さ
れ
る
と
す
る
（A

.a.O
., S.298ff.

）

（
49
） 　Schm

idt, D
as m

odernisierte B
esteuerungsverfahren (Fn.2), S.104.

（
50
） 　

な
お
、
行
政
手
続
一
般
に
つ
い
て
は
、R

am
sauer, in:K

opp / R
am

sauer (H
rsg.), V

w
V

fG
 (Fn.4), 

§ 24 R
n.11a.

（
51
） 　Seer, D

er Vollzug von Steuergesetzen (Fn.44), S.12.
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う
け
れ
ど
も
）
裁
量
は
課
税
庁
の
活
動
余
地
を
意
思
決
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
同
基
準
を
発
展
さ
せ
る
コ
ン
セ
プ
ト
化
義
務
で
あ
り）

52
（

、
要

す
る
に
、
準
則
に
よ
る
統
一
的
な
裁
量
の
扱
い
（
例
、
行
政
規
則
を
通
じ
た
裁
量
の
拘
束
））

53
（

で
あ
る
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
化
の
具
体
像
は
、

客
観
的
基
準
（
の
設
定
）
と
偶
然
主
義
（Zufallprinzip

）
に
基
づ
く
抜
き
打
ち
検
査
（Stichprobe

））
54
（

で
あ
る
。
所
論
を
敷
衍
す
れ
ば
、

客
観
的
基
準
を
通
じ
て
課
税
庁
職
員
の
手
作
業
が
必
要
な
納
税
申
告
を
析
出
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
れ
と
は
別
の
判
断
で
以
て
さ
ら
に

同
じ
く
課
税
庁
職
員
の
手
作
業
に
よ
る
解
明
を
要
す
る
も
の
を
析
出
す
る
と
い
う
制
度
設
計
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
制
度
設
計
に
よ
り
、
国
家
活
動
の
不
合
理
な
後
退
が
防
止
さ
れ
る
（
過
少
禁
止
の
実
効
化
））

55
（

。
重
要
な
点
は
、
納
税
申
告
の
審
査

に
空
白
地
帯
が
生
じ
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る）

56
（

。
因
み
に
、D

rüen

教
授
は
抜
き
打
ち
検
査
を
「
恣
意
的
で
は
あ
る
が
、
事
案
選
別

を
確
実
化
す
る
た
め
に
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
」）

57
（

と
す
る
。
所
論
は
、
お
そ
ら
く
は
、
自
動
化
に
よ
り
、
析
出
さ
れ
た
納
税
申
告
以
外

の
も
の
に
つ
い
て
は
審
査
が
か
な
り
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
職
権
主
義
に
基
づ
き
要
請
さ
れ
る
租
税
手
続
像
と
整
合
性
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
立
法
理
由
に
よ
る
と
、
曰
く
「
職
権
主
義
は
自
動
化
設
備
を
配
備
す
る
際

に
も
妥
当
す
る
。
こ
の
規
律
は
当
事
者
に
よ
る
個
別
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
意
味
を
持
つ
事
実
に
関
す
る
提
出
物
が
斟
酌
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を

（
52
） 　D

rüen, A
m

tserm
ittlungsgrundsatz (Fn.34), S.198.

（
53
） 　M

aurer / W
aldhoff, A

llgem
eines Verw

altungsrecht (Fn.2), 

§ 7 R
n.14.

（
54
） 　M

üller-Franken, Sebastian, M
aßvolles Verw

alten:Effiziente Verw
altung im

 System
 exekutiver H

andlungsm
aßstäbe am

 B
eispiel des M

aßvollen 

G
esetzesvollzug im

 Steuerrecht, Tübingen 2004, S.342;R
am

sauer, in:K
opp / R

am
sauer (H

rsg.), V
w

V
fG

 (Fn.4), 

§ 24 R
n.10.

（
55
） 　Seer, Im

pulsreferat (Fn.40), S.16.

（
56
） 　H

ohler, Yvonne, R
isikom

anegem
entsystem

e im
 Steuervollzug und deren K

ontrolle

：Eine U
ntersuchung insbesondere im

 H
inblick auf 

Vollzugsdefizite durch strukturell prüfungsfrreie R
äum

e, B
erlin 2020, S.76.

（
57
） 　D

rüen, A
m

tserm
ittlungsgrundsatz (Fn.34), S.199.



11 － 税務行政の効率性に係る諸相（一）（手塚）

明
確
に
す
る
。
同
時
に
こ
の
規
定
は
自
動
化
設
備
に
よ
る
効
率
性
を
、
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
意
見
表
明
が
自
動
化
処
理
か
ら
除
外
さ
れ
、
個

別
ケ
ー
ス
の
審
査
に
行
き
着
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
通
じ
て
、
確
固
た
る
も
の
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
意
見
表
明
に
際
し
て
、

除
外
お
よ
び
―
手
続
と
の
関
連
性
に
応
じ
て
―
自
動
的
手
続
の
外
で
さ
ら
な
る
処
理
が
な
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
自
動
化
手
続
へ
戻
す
こ
と

も
あ
り
う
る
」
と）

58
（

。
要
す
る
に
、
効
率
性
と
職
権
主
義
と
が
調
整
の
上
両
立
す
る
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

３　

行
政
行
為
の
自
動
化
に
つ
い
て

　

自
動
的
行
政
行
為
を
論
ず
る
際
に
着
目
す
べ
き
は
、
行
政
行
為
の
発
遣
に
際
し
て
は
、
本
来
は
行
政
庁
に
よ
る
意
思
が
介
入
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
学
説
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
行
政
上
の
意
思
決
定
の
自
動
化
は
租
税
法
に
お
け
る
よ
う
な
大
量
行
政
に

限
定
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ）

59
（

、
加
え
て
、
柔
軟
性
、
適
合
性
の
喪
失
と
い
う
問
題
へ
の
言
及
も
あ
る）

60
（

。
ま
た
、
そ
の
特
殊
性
か
ら
か
、
完
全

自
動
型
の
行
政
行
為
に
（
お
そ
ら
く
は
制
度
の
中
身
に
つ
い
て
）
法
的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
も
さ
れ
る）

61
（

。

　

し
か
し
、
行
政
行
為
の
自
動
化
に
は
、
迅
速
性
、
効
率
性
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る）

62
（

、
具
体
的
に
は
、
行
政
が
、
よ
り
統
制
の
必
要
性
が
高

い
ケ
ー
ス
に
集
中
す
る
た
め
の
余
地
を
作
る
た
め
の
、
ル
ー
テ
ィ
ン
か
ら
の
開
放
で
あ
る）

63
（

。
特
に
、
後
に
見
る
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法

（
58
） 　B

T-D
rucks. 18 / 8434, S.122.

（
59
） 　G

uckelberger, A
nnette, Ö

ffentliche Verw
altung im

 Zeitalter der D
igitalisierung:A

nalyse und Strategien zur Verbesserung des E-G
overnm

ents aus 

rechtlicher Sicht, B
aden-B

aden 2019, R
n.9.

（
60
） 　G

uckelberger, Ö
ffentliche Verw

altung (Fn.59), R
n.9.

（
61
） 　B

T-D
rucks. 18 / 8434, 122. 

な
お
、B

aldauf, Sina, G
esetz zur M

odernisierung des B
esteuerungsverfahren-K

ritische B
etrachtung des 

R
egierungsentw

urfs, D
StR

 2016, 836

に
よ
る
と
、
法
的
根
拠
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
62
） 　M

artini, M
ario, Transform

ation der Verw
altung durch D

igitalisierung, D
Ö

V
 2017 452.

（
63
） 　D

rüen, A
m

tserm
ittlungsgrundsatz (Fn.34), S.218f.



広島法学　47 巻１号（2023 年）－ 12

一
五
五
条
四
項
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
規
律
に
基
づ
く
完
全
自
動
化
の
禁
止
（D

SG
V

O

二
二
条
一

項）
64
（

）が
存
在
し
て
お
り
、そ
れ
に
よ
る
人
間
の
国
家
権
力
行
使
の
客
体
化
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、同
二
二
条
二
項lit.b

に
は
、

国
内
立
法
者
に
自
動
化
に
係
る
構
築
の
余
地
を
認
め
る
規
定
が
あ
る）

65
（

。
こ
れ
は
、
完
全
自
動
的
行
政
行
為
の
も
と
で
も
人
的
処
理
の
必
要

な
場
合
が
あ
る
（
当
事
者
の
権
利
、
正
当
な
利
益
の
保
護
の
た
め
）
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る）

66
（

。
す
な
わ
ち
、
行
政
手
続
の
当
事
者
に
よ
る
意

見
表
明
の
機
会
が
何
ら
か
の
形
態
で
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
税
務
行
政
の
実
態
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｕ
法
の
内
実
か
ら
す

れ
ば
、
文
字
ど
お
り
の
完
全
自
動
化
の
余
地
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
と）

67
（

、租
税
法
の
領
域
は
類
型
化
の
適
例
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、同
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、

生
活
事
実
関
係
を
本
質
的
共
通
性
か
ら
ま
と
め
、
そ
の
際
、
個
別
ケ
ー
ス
に
係
る
顕
著
な
、
そ
し
て
読
み
取
り
可
能
な
特
殊
性
を
捨
象
す

る
権
限
が
租
税
立
法
者
に
は
あ
る
、
類
型
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
も
た
ら
さ
れ
る
不
平
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
の
間
に
相
応
の
関
係
が
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
等
の
要
件
が
定
立
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
行
政
行
為
の
自
動
化
の
例
は
、
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
八
八
条
五
項
に
規
定
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
と
同
一
五
五
条

四
項
に
規
定
さ
れ
る
情
報
を
電
子
的
に
収
集
し
た
上
で
な
さ
れ
る
課
税
処
分
（
こ
こ
で
は
電
子
申
告
と
の
関
係
も
重
要
と
さ
れ
る）

68
（

）
が
あ

る
が
、
裁
量
、
判
断
余
地
が
な
い
行
政
行
為
に
つ
い
て
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
と
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る）

69
（

。
こ
れ
を
直
視
す
れ
ば
、
税
務

（
64
） 　H

ladjk, Jörg, in:Ehm
ann, Eugen / M

artin Selm
ayr (H

rsg.), D
atenschutz-G

rundverordnung:K
om

m
entar 2.A

ufl., M
ünchen 2018, A

rt.22 R
n.6.

（
65
） 　H

ladjk, in:Ehm
ann / Selm

ayr (H
rsg.), D

S-G
V

O
 (Fn.64), A

rt.22 R
n.12.

（
66
） 　G

uckelberger, V
V

D
StR

L 78 (2019), S.266f.

（
67
） 　B

VerfG
-B

eschl. v.29.1.2019, -2 B
vC

 62 / 14, R
n.47f. 

さ
ら
に
は
、G

uckelberger, Ö
ffentliche Verw

altung (Fn.59), R
n.439.

（
68
） 　Seer, R

om
an, W

as kann das A
llgem

eine Verw
altungsrecht vom

 Steuerrecht lernen?, D
V

 2022, 42.

（
69
） 　G

uckelberger, Ö
ffentliche Verw

altung (Fn.59), R
n.79.
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行
政
は
前
叙
の
ご
と
く
行
政
行
為
の
自
動
化
に
は
馴
染
む
行
政
領
域
で
あ
る
。
因
み
に
、
学
説
の
指
摘
で
は
、
必
ず
し
も
裁
量
、
判
断
余

地
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
排
除
さ
れ
な
い
と
解
し
う
る
も
の
も
あ
る）

70
（

。
該
当
箇
所
で
例
と
し
て
挙
が
る
の
は
、
裁
量
を
一
定
の
方
法
で

行
使
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
特
定
の
事
実
関
係
に
つ
き
、
常
に
同
じ
よ
う
に
、
料
金
に
係
る
規
範
的
枠
組
み
を
充
足
す
る
と
き
（
選
択

裁
量
）、
経
済
性
を
根
拠
に
一
定
額
に
満
た
な
い
金
額
の
徴
収
を
断
念
す
る
と
き
（
決
定
裁
量
）
が
あ
る
。
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、

こ
れ
も
前
叙
の
類
型
化
の
一
例
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

（二）　

自
動
化
の
理
論
と
評
価

１　

納
税
申
告
の
選
別
基
準
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
実
装
と
実
態
を
踏
ま
え
た
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
、
納
税
申
告
の
審
査
の
あ
り
方

で
あ
る
が）

71
（

、ま
ず
適
切
な
基
準
の
設
定
を
前
提
と
し
た
申
告
デ
ー
タ
に
係
る
信
憑
性
審
査（Plausibilitätprüfung

））
72
（

が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
尽
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
前
叙
の
ご
と
く
、
偶
然
審
査
（Stichprobenkontrolle

）
が
付
加
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
納
税
義
務
者

の
租
税
リ
ス
ク
に
関
係
な
く
行
わ
れ
る
審
査
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
後
者
は
前
者
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る）

73
（

。
こ
れ
は
、
確
か
に
、（
偶
然

審
査
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
）
他
の
納
税
義
務
者
と
の
不
公
平
が
生
じ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
合
法
性
の
原
則
を
確
実
化

（
70
） 　Stegm

üller (Fn.11), N
V

w
Z 2018, 357.

（
71
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R
n.21.7.

（
72
） 　

こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、Seer, R

om
an, R

eform
 des Veranlagungsverfahrens, StuW

 2003, 48ff.

（
73
） 　Seer (Fn.46), FR

 1997, 559.
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す
る
た
め
の
一
般
予
防
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る）

74
（

。
所
論
の
述
べ
る
よ
う
に
、
納
税
義
務
者
が
常
に
自
ら
が
審
査
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
を

認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
維
持
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う）

75
（

。

　

次
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
も
と
で
の
手
作
業
に
移
行
す
る
事
案
を
選
別
す
る
際
の
基
準
と
し
て
、
リ
ス
ク
を
す
べ
て
含
ん

だ
そ
れ
が
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り）

76
（

、
ま
た
客
観
的
な
そ
れ
（
例
え
ば
、
一
定
の
基
準
を
超
え
る
こ
と
、
前
年
度
の
納
税
申
告
と
の
相

違）
77
（

）
の
み
で
は
な
く
、
主
観
的
な
そ
れ
も
組
み
込
む
べ
き
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
納
税
義
務
者
の
無
謬
性
（Integrität

）
を
判
断
す
る
に

際
し
て
は
、
例
え
ば
、（
お
そ
ら
く
過
去
の
）
申
告
・
納
付
行
動
、
納
税
義
務
履
行
の
不
足
額
（A

bschlußzahlung

）
の
発
生
、
刑
事
責

任
等
に
繋
が
る
行
動
の
有
無
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

78
（

。
以
上
に
見
た
基
準
は
、
性
質
上
機
械
的
な
納
税
申
告
の
選
別
に
馴
染
む
も
の
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
、
性
別
、
年
齢
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が）

79
（

、
こ
れ
ら
は
基
準
と
し
て
の
合
理
性
は
不
明
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
、
さ
ら
に
は
、（
従
来
の
）
納
税
申
告
に
係
る
期
限
の
遵
守
、
納
税
モ
ラ
ル
、
悪
意
あ
る
不
服
申
立
て
と
い
う
基
準
も
示
さ
れ
て

い
る）

80
（

。
ま
た
、
実
際
に
は
、（
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
、
選
別
基
準
は
不
明
で
あ
っ
て
後
に
見
る
よ
う
に
非
公
開
で
あ
る
）
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、

（
74
） 　M

üller-Franken (Fn.22), StuW
 2018, 120;Seer (Fn.46), FR

 1997, 559.

（
75
） 　

納
税
義
務
者
の
協
力
が
重
要
で
あ
り
、
申
告
内
容
の
正
し
さ
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
納
税
義
務
者
に
よ
る
相
応
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
高
さ
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
点
、Schm

idt, D
as m

odernisierte B
esteuerungsverfahren (Fn.2), S.96ff.;Talaska, Peter, in:Schw

edhelm
, Streck M

ack (H
rsg.), Tax 

C
om

pliance:R
isikom

inim
ierung durch Pflichtenbefolgung und R

echteverfolgung 3.A
ufl., K

öln 2019, R
n.1.39.

（
76
） 　H

ohler, R
isikom

anagem
entsystem

e (Fn.56), S.105.

（
77
） 　H

ohler, R
isikom

anagem
entsystem

e (Fn.56), S.106.

（
78
） 　B

aldauf (Fn.61), D
StR

 2016, 836f.

（
79
） 　H

ohler, R
isikom

anagem
entsystem

e (Fn.56), S.107.

（
80
） 　H

ohler, R
isikom

anagem
entsystem

e (Fn.56), S.107.
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特
定
の
値
を
超
え
る
と
い
っ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
、
前
年
と
比
較
し
た
変
化
、
納
税
申
告
の
論
理
的
矛
盾
、
ま
た
は
個
人
情
報
が
そ
れ
に
利

用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る）

81
（

。
も
し
、
個
人
情
報
が
関
係
す
る
と
情
報
自
己
決
定
権
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り
う
る
。

　

こ
う
し
た
選
別
基
準
の
具
体
的
設
定
は
行
政
に
よ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
例
え
ば
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
例
と
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
が
問
題

と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
制
度
は
そ
れ
に
支
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る）

82
（

。
し
た
が
っ
て
、
租
税
法
律
主
義
を
前
提
と
す
れ
ば
、

法
律
の
内
容
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
内
容
と
の
整
合
性
は
問
わ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

83
（

。
加
え
て
、
租
税
法
律
を
基
準
に
措

定
し
、
そ
れ
と
整
合
性
あ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
配
備
す
る
必
要
性
を
考
え
た
場
合
に
、（
仮
に
存
在
す
る
と
し
た
場
合
の
）
法
律
の
複
雑

性
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
っ
て
減
少
さ
せ
ら
れ
ず
、
リ
ス
ク
を
無
視
し
た
、
除
外
し
た
形
で
な
さ
れ
る
法
律
の
簡
素
化
は
検

証
主
義
と
両
立
し
え
な
い
と
も
言
え
よ
う）

84
（

。
換
言
す
れ
ば
、
実
体
法
と
課
税
手
続
と
の
分
離
が
生
じ
る
の
で
あ
り）

85
（

、
具
体
的
に
は
い
わ
ゆ

る
法
を
（
選
別
基
準
た
る
）
コ
ー
ド
（code
）
に
引
き
直
す
際
の
両
者
の
乖
離
が
問
題
と
な
る）

86
（

。
か
か
る
作
業
の
実
態
は
、
言
う
な
れ
ば
、

行
政
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た
、
秘
密
裏
の
、
非
公
開
の
議
会
制
定
法
の
修
正
で
あ
り）

87
（

、
課
税
し
な
い
基
準
、
リ

ス
ク
値
基
準
の
確
定
は
、
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
（
基
本
法
二
〇
条
三
項
）、
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
三
八
条
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る

（
81
） 　B

raun B
inder, N

adja, A
usschließlich autom

ationsgeschützt erlassene Steuerbescheide und B
ekanntgabe durch B

ereitstellung zum
 

D
atenabruf:A

nm
erkungen zu den 

§ 88 A
bs.5, 

§ 122a 

§ 150 A
bs.7 n.F., 

§ 155 A
bs.4 n.F. und 

§ 173a A
O

, D
StZ 2016, 533.

（
82
） 　K

ube, H
anno, E-G

overnm
ent:Ein Paradigm

enw
ecksel in Verw

altung und Verw
altungsrecht?, V

V
D

StR
L 78 (2019), S.308f.

（
83
） 　K

ube, V
V

D
StR

L 78 (2019), S.308f.

（
84
） 　D

rüen, A
m

tserm
ittlungsgrundsatz (Fn.34), S.219.

（
85
） 　M

ellinghoff, G
erichtliche K

ontrolle (Fn.14), S.310; M
üller-Franken (Fn.22), StuW

 2018, 120.

（
86
） 　R

eim
er, Ekkehart, D

er Einfluss der D
igitalisierung auf die R

echtsetzung, in:H
ey (H

rsg.), D
igitalisierung (Fn.14), S.105.

（
87
） 　D

rüen, A
m

tserm
ittlungsgrundsatz (Fn.34), S.219.
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の
で
あ
る）

88
（

。
さ
ら
に
は
選
別
作
業
に
際
し
て
、
宗
教
的
基
準
を
配
備
す
る
こ
と
も
問
題
が
あ
る
と
さ
れ）

89
（

、
こ
れ
に
よ
り
、
税
逃
れ
の
金
額

（Steuerbetrug

）
と
思
想
信
条
と
の
間
に
見
せ
か
け
の
関
係
が
措
定
さ
れ
る
と
い
う

）
91
）（
90
（

。
こ
の
よ
う
に
、
行
政
規
則
を
ベ
ー
ス
に
基
準
制
定

が
な
さ
れ
る
と
、
法
律
の
内
容
が
適
正
に
行
政
規
則
に
具
体
化
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
両
者
の
矛
盾
が
生
じ
か
ね
な

い）
92
（

。
こ
れ
は
、
言
わ
ば
、
立
法
と
行
政
と
の
間
の
権
力
相
互
関
係
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
経
済
性
の
考
慮
か
ら
、

他
と
比
し
、
税
収
喪
失
が
少
な
い
ケ
ー
ス
に
お
い
て
検
証
主
義
を
後
退
さ
せ
る
（
統
制
密
度
を
下
げ
る
こ
と
）
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ

を
完
全
に
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）

93
（

。

　

こ
こ
で
、
以
上
の
問
題
に
関
す
る
学
説
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
ま
ず
は
、G

roß

教
授
の
見
解
で
あ
る
。
曰
く
、「
意
思
決
定
を

準
備
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
そ
れ
を
行
う
そ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
ル
ー
ル
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
規
範

的
行
動
指
示
を
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ル
ー
ル
の
内
容
は
、
関
連
す
る
法
律
お
よ
び
伝

（
88
） 　M

ellinghoff, R
udolf, A

usw
irkungen der D

igitalisierung im
 Steuerrecht, in:D

rüen, K
laus-D

ieter / Johanna H
ey / R

udolf M
ellinghoff (H

rsg.) 100 
Jahre Steuerrechtsprechung in D

eutschland 1918-2018:Festshrift für den B
undesfinanzhof B

and II, K
öln 2018, s.427.

（
89
） 　B

raun B
inder (Fn.81), D

StZ 2016, 533.

（
90
） 　M

artini, M
ario / D

avid N
ink, W

enn M
aschinen entscheiden...Persönlichkeitsschutz in vollautom

atisierten Verw
altungsverfahren, N

V
w

Z 2017, 
682.

（
91
） 　Spilker, B

ehördliche A
m

tserm
ittlung (Fn.48), S.149

で
は
、
本
文
中
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
前
の
同
種
の
制
度
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
の

低
い
と
さ
れ
る
納
税
義
務
者
が
必
要
経
費
に
つ
い
て
不
適
切
な
申
告
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度

の
基
準
設
定
の
困
難
性
を
示
す
。
な
お
、W

ischm
eyer, Thom

as, R
egulierung intelligenter System

e, A
Ö

R
 143 (2018), 26f.

に
よ
る
と
、
情
報
処
理
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
判
断
も
差
別
的
効
果
を
持
つ
場
合
が
あ
る
と
い
う
。

（
92
） 　A

nzinger, H
eribert M

., M
öglichkeiten der D

igitalisierung des R
echts, in:H

ey (H
rsg.), D

igitalisierung (Fn.14), S.32.

（
93
） 　M

ellinghoff, G
erichtliche K

ontrolle (Fn.14), S.310.
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統
的
意
味
に
お
け
る
他
の
実
体
法
律
か
ら
常
に
完
全
に
導
き
出
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
多
く
の
場
合
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体

的
構
築
を
通
じ
て
意
思
決
定
の
可
能
性
の
さ
ら
な
る
選
別
が
な
さ
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
種
類
が
定
義
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
は
イ
ン
プ
ッ
ト
の
側
に
関
係
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
つ
ま
り
意
思
決
定
の
あ
り
う
る
内
容
に
も
関

係
す
る
。
し
か
し
、
意
思
決
定
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
他
技
術
的
な
も
の
で
は
な
く
、
規
範
的
な
行
い
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
行
政
手
続
の
枠
内
で
投
入
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
通
常
行
政
規
則
と
し
て
性
質
決
定
さ

れ
る
。
し
か
し
、
規
範
制
定
を
通
じ
た
行
政
統
制
は
、
私
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
に
委
任
さ
れ
え
な
い
そ
う
し
た
本
来
的
に
高
権
的
な

機
能
で
あ
る
。
そ
の
作
成
に
私
的
企
業
の
専
門
知
識
が
投
入
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
関
す
る
最
終
的
責
任
は
各

個
の
官
庁
の
長
に
残
る
」）

94
（

と
。
所
論
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
私
人
に
よ
り
構
築
さ
れ
る
と
し
て
も
、

責
任
は
行
政
が
負
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

次
に
、H

offm
an-R

iem

教
授
の
見
解
で
あ
る
。
曰
く
、「
実
際
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
投
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ

フ
ラ
イ
ン
の
領
域
の
結
び
つ
き
の
増
加
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
利
用
に
つ
い
て
特
に
重
要
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
決
し
て
た
だ
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
領
域
で
は
な
い
。
新
し
い
技
術
は
ま
す
ま
す
社
会
の
物
理
的
領
域
を
貫
徹
す
る
」）

95
（

、「
オ

ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
相
互
作
用
い
う
結
び
つ
き
を
言
語
と
し
て
把
握
す
る
た
め
に
、〝
オ
ン
ラ
イ
フ
（onlife

）〞
と
い
う
新
し
い
概

念
が
有
用
で
あ
り
う
る
。
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
、
我
々
の
生
活
は
、
度
々
言
わ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ

フ
の
世
界
と
い
う
新
し
い
種
類
の
世
界
が
構
築
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
中
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
は
人
間

を
意
思
決
定
の
必
要
性
か
ら
相
当
に
解
放
し
、
つ
ま
り
、
人
間
の
意
思
決
定
に
代
わ
る
。
そ
う
し
た
意
思
決
定
の
負
担
軽
減
は
多
く
の
者

（
94
） 　G

roß (Fn.6) Verw
A

rch. 95 (2004), 410.

（
95
） 　H

offm
ann-R

iem
, W

olfgang, Verhaltenssteuerung durch A
lgorithm

en-Eine H
erausforderung für das R

echt, A
Ö

R
 142 (2017), 5.



広島法学　47 巻１号（2023 年）－ 18

に
よ
り
生
活
の
質
を
増
加
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
特
に
、
当
事
者
が
意
思
的
介
入
の
機
会
を
持
た
な
い
限
り
に

お
い
て
、
他
者
に
よ
っ
て
は
批
判
さ
れ
る
。・
・
・
そ
う
し
た
技
術
を
投
入
す
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
意
識
的
反
応
の
不
実
施
は
、・
・
・

オ
ン
ラ
イ
フ
の
世
界
に
お
け
る
人
間
を
度
々
、
そ
し
て
ま
す
ま
す
〝D

igital U
nconscious

〞、
無
意
識
の
統
制
の
客
体
と
す
る
。
そ
れ
と

と
も
に
、
現
代
社
会
の
基
本
原
則
で
あ
る
行
動
の
自
律
性
は
（
広
範
に
）
浸
食
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
確
か
に
自
立
性
は
法
的
に
広
く

保
障
さ
れ
て
い
る
（
基
本
法
の
例
え
ば
２
条
１
項
に
お
い
て
）
が
、
し
か
し
そ
の
執
行
は
実
際
に
は
技
術
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
そ
う

し
た
も
の
と
し
て
認
識
不
能
ま
た
は
認
識
困
難
で
あ
る
外
的
統
制
に
よ
り
な
さ
れ
な
く
な
り
う
る
」）

96
（

と
。
以
上
を
纏
め
る
と
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
人
的
負
担
軽
減
の
効
果
は
見
込
ま
れ
る
が
、（
一
般
論
と
し
て
）
新
技
術
の
投
入
に
よ
り
、（
税
務
行
政
の
文

脈
で
持
つ
意
義
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
）
人
間
の
自
立
性
と
い
う
属
性
は
維
持
困
難
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
続
け
て
曰
く
、

「
法
的
ル
ー
ル
は
、
行
い
う
る
行
動
、
可
能
な
行
動
、
す
べ
き
行
動
お
よ
び
し
て
は
な
ら
な
い
行
動
並
び
に
間
接
的
に
は
ル
ー
ル
と
親
和

す
る
行
動
に
よ
り
生
じ
る
効
果
に
つ
い
て
の
、
文
章
の
体
裁
を
採
る
、
し
か
し
広
い
基
準
で
以
て
出
来
上
が
っ
た
基
準
を
有
す
る
。
異
な

る
法
的
ル
ー
ル
は
―
例
え
ば
、
権
限
、
手
続
基
準
が
あ
る
が
、
し
か
し
、（
例
え
ば
、
自
由
権
へ
の
）
実
体
的
指
向
も
あ
る
―
一
方
で
は

抽
象
的
・
一
般
的
法
の
制
定
に
つ
い
て
、
他
方
で
は
個
別
事
案
へ
の
法
の
適
用
、
し
か
し
、
ル
ー
ル
遵
守
の
監
督
お
よ
び
場
合
に
よ
っ
て

は
ル
ー
ル
違
反
へ
の
制
裁
の
た
め
に
も
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
ル
ー
ル
は
人
間
の
行
動
の
産
物
で
あ
り
、（
例
え
ば
立
法
の
も
と
に
お
け
る
）

集
合
的
な
人
間
の
行
動
の
産
物
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
、
法
秩
序
の
基
準
に
関
連
す
る
合
理
性
を
追
求
す
る
。
特
に
、

そ
れ
ら
は
法
の
特
別
な
拘
束
力
有
す
る
。
法
的
な
、
人
間
の
言
語
で
作
ら
れ
た
ル
ー
ル
は
度
々
明
確
で
は
な
い
、
解
釈
の
必
要
性
・
開
放

性
を
利
用
し
た
概
念
を
以
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
ル
ー
ル
の
適
用
は
意
味
の
解
明
に
依
拠
す
る
。
規
範
は
多
く
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

（
96
） 　H

offm
ann-R

iem
 (Fn.95), A

Ö
R

 142 (2017), 6.



19 － 税務行政の効率性に係る諸相（一）（手塚）

ま
と
め
て
解
釈
を
必
要
と
す
る
概
念
を
結
び
つ
け
、
そ
し
て
同
時
に
そ
の
他
の
法
秩
序
と
暗
黙
裡
に
関
係
し
て
い
る
。
意
味
の
解
明
は
先

行
す
る
実
務
に
も
影
響
を
受
け
、
法
の
も
と
で
は
例
え
ば
法
的
コ
メ
ン
タ
リ
ー
ま
た
は
法
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
に
お
け
る
そ
の
体
系
化
に
も

影
響
を
受
け
る
。
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
の
文
脈
、
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
行
為
者
の
役
割
、
能
力
お
よ
び
動
機
並
び
に
個
人
的
な
ま

た
は
制
度
に
関
連
し
た
経
験
お
よ
び
暗
に
含
ま
れ
る
知
識
に
依
存
す
る
。
手
続
お
よ
び
／
ま
た
は
個
別
事
案
に
お
け
る
意
味
の
解
明
お
よ

び
適
用
の
結
果
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ば
、
法
的
手
段
の
実
施
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
基
準
と
な
る

規
範
の
内
容
は
さ
ら
な
ら
手
続
に
お
い
て
他
の
ル
ー
ル
の
基
準
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
う
る
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
例
え
ば
解
釈
の
変

更
ま
た
は
法
形
成
に
よ
っ
て
、規
範
は
し
ば
し
ば
文
章
は
変
わ
ら
ず
と
も
そ
の
内
容
に
従
い
可
変
的
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
場
合
に
よ
っ

て
は
、
新
し
い
問
題
ま
た
は
変
更
さ
れ
た
枠
組
み
―
特
に
、
法
的
規
律
に
係
る
経
験
的
、
規
範
的
前
提
の
変
化
―
に
対
し
て
、
柔
軟
に
対

応
し
う
る
。・
・
・
抽
象
的
・
一
般
的
法
規
範
の
解
釈
と
い
う
行
為
お
よ
び
個
別
事
案
に
お
け
る
決
定
規
範
に
関
す
る
具
体
化
並
び
に
そ

の
適
用
は
、
社
会
的
構
造
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
造
物
の
発
生
は
勿
論
言
語
を
伴
う
恣
意
的
な
営
み
で
は
な
く
、
特
定
の
状
況
お
よ
び

問
題
状
態
を
判
断
の
基
礎
と
す
る
、
そ
し
て
法
の
特
別
な
規
律
構
造
の
中
に
―
そ
の
際
、
多
く
の
場
合
に
は
、
特
定
の
制
度
的
特
徴
の
中

に
も
―
組
み
込
ま
れ
る
社
会
的
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
定
の
ア
ク
タ
ー
（
例
え
ば
、
弁
護
士
、
行
政
官
、
裁
判
官
、
私
人
も
当
然
そ
う

で
あ
る
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
彼
ら
は
、
公
式
お
よ
び
非
公
式
な
手
続
を
利
用
し
て
、
特
定
の
組
織
的
お
よ
び
文
化
的
な
文
脈
の
中
で
、

そ
し
て
（
知
識
、
価
値
ま
た
は
時
間
の
よ
う
な
）
利
用
可
能
な
リ
ソ
ー
ス
に
依
存
し
て
行
動
す
る
傾
向
を
持
つ
。
法
規
範
の
解
釈
開
放
性

を
出
発
点
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
法
適
用
は
明
確
な
基
準
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
、
ま
た
は
た
だ
形
式
的
な
ロ
ジ
ッ
ク
と
い
う
原

則
に
従
う
包
摂
と
し
て
も
理
解
さ
れ
な
い
。
法
適
用
は
社
会
的
相
互
作
用
の
産
物
で
あ
る
・
・
・
。
法
規
範
は
確
か
に
法
適
用
の
手
続
お

よ
び
結
果
に
つ
い
て
拘
束
力
を
承
認
さ
れ
た
基
準
を
有
す
る
。
し
か
し
、
規
範
は
そ
う
し
た
基
準
の
拘
束
力
の
枠
組
み
に
お
い
て
の
み
拘

束
力
を
持
ち
う
る
。
こ
れ
は
限
定
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
の
解
明
に
依
存
す
る
。
そ
の
限
り
で
こ
こ
で
も
、
規
範
の
解
釈
お
よ
び
適
用
は
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通
常
は
法
概
念
お
よ
び
意
味
の
解
明
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
の
み
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
意
思
決
定
の
フ
ァ
ク

タ
ー
―
特
に
、
人
、
組
織
お
よ
び
リ
ソ
ー
ス
―
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
重
要
で
あ
る
の
は
手
続
的
基
準
で

あ
り
、
例
え
ば
、
法
的
聴
聞
の
装
置
お
よ
び
ル
ー
ル
設
定
・
解
釈
・
適
用
を
行
う
ア
ク
タ
ー
の
根
拠
づ
け
／
正
当
化
の
た
め
の
、
参
加
（
関

与
）
の
他
の
形
式
で
あ
る
。
そ
う
し
た
フ
ァ
ク
タ
ー
は
法
的
に
正
当
に
投
入
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
意
思

決
定
は
法
の
解
釈
・
適
用
に
影
響
し
う
る
。
こ
う
し
た
や
り
方
で
ア
ク
タ
ー
の
文
化
的
前
提
、
個
人
的
経
験
、
組
織
構
造
、
直
観
／
判
断

お
よ
び
暗
黙
知
も
意
思
決
定
に
重
要
な
も
の
と
な
り
う
る
。
発
見
学
の
利
用
も
度
々
そ
う
で
あ
る
。」）

97
（

と
。
以
上
で
は
、
法
の
解
釈
は
単

純
な
機
械
的
作
業
で
は
な
く
、
行
政
行
為
の
自
動
化
は
そ
れ
と
は
性
質
上
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
前

叙
の
ご
と
く
、
自
動
化
の
適
用
範
囲
は
あ
る
程
度
の
限
定
を
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
曰
く
、「
法
制
定
一
般
お
よ
び
特
に
こ
こ

で
考
察
さ
れ
る
高
権
的
に
制
定
さ
れ
た
法
は
、
内
容
上
の
指
向
お
よ
び
公
共
を
指
向
す
る
性
質
の
要
請
並
び
に
管
轄
、
手
続
お
よ
び
活
動

形
式
が
含
ま
れ
る
そ
う
し
た
特
定
の
、
法
的
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
規
律
・
意
思
決
定
構
造
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
構
造
は

法
秩
序
の
機
能
性
お
よ
び
そ
れ
と
と
も
に
同
じ
よ
う
に
合
法
性
を
確
実
に
す
る
。
企
業
も
含
ま
れ
る
私
的
ア
ク
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
も
、

独
自
の
法
的
規
律
・
意
思
決
定
構
造
が
あ
る
。
こ
れ
に
作
用
す
る
の
は
、
例
え
ば
、
契
約
法
、
労
働
法
お
よ
び
会
社
法
の
よ
う
な
一
般
的

に
拘
束
力
の
あ
る
法
秩
序
で
あ
る
。
企
業
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
発
展
は
―
法
的
な
枠
組
み
に
お
い
て
―
勿
論
企
業
の
、
優
先
的
お
よ

び
正
当
な
方
法
に
お
い
て
自
己
の
定
立
さ
れ
た
目
標
を
指
向
す
る
、
自
律
的
自
己
形
成
の
行
為
で
あ
る
。
企
業
の
目
的
の
た
め
の
活
動
は

典
型
的
に
は
（
必
然
的
に
専
ら
で
は
な
く
）
経
済
的
合
理
性
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
企
業
利
益
の
視
点
か
ら
の
行
動
で
あ
る
。・
・
・

確
か
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
作
成
に
つ
い
て
部
分
的
に
は
法
制
定
に
際
す
る
の
と
類
似
の
基
準
お
よ
び
刺
激
が
基
準
と
な
る
こ
と
は
排
除
さ

（
97
） 　H

offm
ann-R

iem
 (Fn.95), A

Ö
R

 142 (2017), 26ff.
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れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
確
実
で
は
な
い
。
特
に
企
業
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
発
展
は
法
治
国
家
的
に
大
切
な
、
そ
し
て
多
く
の
場

合
透
明
で
、
特
に
第
三
者
に
よ
る
統
制
可
能
な
手
続
の
産
物
で
は
な
い
。
例
外
は
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
発

展
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
法
的
に
独
立
し
て
規
律
さ
れ
て
い
な
い
手
続
へ
の
第
三
者
の
参
加
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
法
治
国
家

的
な
、
民
主
主
義
的
な
統
制
に
は
服
さ
な
い
。・
・
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
質
的
な
十
分
な
方
法
で
法
的
な
要
請
に
統
合
す
る
か
否
か
、
そ

れ
が
ど
の
程
度
で
あ
る
か
は
、（
特
に
高
権
的
な
）
法
制
定
に
際
す
る
の
と
同
様
の
効
果
を
有
す
る
統
制
フ
ァ
ク
タ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
基
準
と
な
る
か
否
か
に
も
依
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
常
で
は
あ
り
え
な
い
。
恒
常
的
で
は
な
い
透
明
性
の
欠
如
を
直
視
し
て
、

法
的
基
準
を
斟
酌
す
る
こ
と
も
、
第
三
者
に
よ
る
統
制
は
な
さ
れ
な
い
か
、
統
制
困
難
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
現
行
法
に

よ
る
と
原
則
と
し
て
公
開
が
不
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
反
対
で
あ
る
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
多
く
の
場
合
―
勿
論
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
そ
れ
は
異
な
る
が
―
企
業
秘
密
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
透
明
性
を
断
念
す
る
こ
と
は
、
知
見
の
欠
如
に
よ
り
、
そ
う
し
た
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
投
入
す
る
当
事
者
の
権
利
保
護
に
関
す
る
実
効
的
予
防
措
置
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
帰
結
す
る
。・
・
・
こ
こ
で
も
法
治

国
家
的
原
則
の
斟
酌
は
常
に
確
実
で
は
な
い
。」）

98
（

と
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
立
法
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
組
成
と
の
間
に
は
違
い
が
あ
り
、
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
組
成
に
際
し
て
は
立
法
に
お
け
る
手
続
等
は
な
く
、
内
容
に
係
る
統
制
が
不
確
実
と
な
り
、
そ
の
動
機
付
け
も
私
的
利
益

に
基
づ
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
所
論
を
前
提
と
す
れ
ば
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
設
計
に
際
し
て
は
、（G

roß

教
授
の
引
用
文
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
内
容
に
係
る
行
政
の
最
終
的
責
任
を
担
保
す
る
た
め
に
も
）
行
政
内
部
で
の
制
度
構
築
に
何
ら
か

の
手
続
的
統
制
は
必
要
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

２　

租
税
手
続
に
お
け
る
個
別
事
情
の
無
視
？

（
98
） 　H

offm
ann-R

iem
 (Fn.95), A

Ö
R

 142 (2017), 31ff.
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こ
こ
で
、「
執
行
と
裁
判
所
の
審
査
は
個
別
ケ
ー
ス
の
特
殊
性
を
受
け
入
れ
る
。」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
自
動
化
に
は
個
別
性
無
視
の

批
判
が
あ
る）

99
（

。
そ
の
他
に
も
直
前
の
引
用
文
と
同
様
の
議
論
が
あ
る）

100
（

。
さ
ら
に
は
、
自
動
化
の
組
み
込
ま
れ
た
租
税
手
続
に
お
い
て
は
課

税
庁
の
助
言
・
教
示
義
務
が
果
た
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
る）

101
（

。
し
か
し
、
以
上
の
議
論
に
は
次
の
よ
う
な
反
論
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
動
化
に
よ
り
官
庁
と
私
人
と
の
接
触
は
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
を
設
例
と
す
る
と

し
て
）
突
っ
込
ん
で
審
査
す
る
対
象
を
同
制
度
に
よ
り
識
別
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
決
定
権
者
が
十
分
な
時

間
と
専
門
的
リ
ソ
ー
ス
を
そ
こ
に
投
入
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
接
触
が
増
加
す
る）

102
（

。
言
う
な
れ
ば
、

自
動
化
と
市
民
と
の
近
さ
、
人
間
性
（M

enschlichkeit

）
と
は
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
り
、
自
動
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、（
効
率
性
、
手

続
の
速
さ
の
み
で
は
な
く
）
審
査
の
真
摯
さ
、
質
が
落
ち
な
い
こ
と
も
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る）

103
（

。
加
え
て
、
実
定
法
上
も
自
由
記
述
欄

が
配
備
さ
れ
て
い
る
の
で）

104
（

、
そ
こ
に
記
述
が
あ
る
場
合
に
は
、
課
税
庁
は
そ
れ
を
無
視
で
き
な
い
。

３　

法
律
の
内
容
と
技
術
と
の
関
係

（
99
） 　K

irchhof, G
regor, Einzelfallgerechtigkeit und M

aßstabbildung im
 digitalisierte M

assenfallrecht:Zur steuerliche Zinsregelung, zur notw
endigen 

N
eubestim

m
ung des Steuersystem

 und zum
 objektiven N

ettoprinzip, in:D
rüen / H

ey / M
ellinghoff (H

rsg.), 100 Jahre (Fn.88), S.363.

（
100
） 　B

ull, H
ans-Peter, D

er 

》vollständig autom
atisiert erlassene

《 Verw
altungsakt-Zur B

egriffsbildung und rechtlichen Einhegung von 

》

E-G
overnm

ent

《, D
V

B
l. 2017, 414.

（
101
） 　B

raun B
inder (Fn.81), D

StZ 2016, 530.

（
102
） 　D

jeffal, C
hristian, D

as Internet der D
inge und die öffentliche Verw

altung-A
uf dem

 W
eg zum

 autom
atisierten Sm

art G
overnm

ent? , D
V

B
l. 2017, 

813. 

さ
ら
に
、
同
旨
か
、D

rüen, D
ie Zukunft (Fn.33), S.14.

（
103
） 　B

T-D
rucks. 18 / 7457, S.48.

（
104
） 　

手
塚
・
前
掲
注
（
17
）
二
九
頁
。
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法
律
の
内
容
と
技
術
と
の
関
係
が
次
の
よ
う
な
形
で
問
題
と
な
り
う
る）

105
（

。
す
な
わ
ち
、
形
式
上
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
（
立
法
で
は

な
く
）
行
政
段
階
で
機
械
に
よ
り
読
み
取
り
可
能
な
指
令
（Verw

altungsanw
eisungen

）
を
公
表
す
る
か
、
ま
た
は
立
法
段
階
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
言
語
ま
た
は
機
械
に
よ
る
読
み
取
り
可
能
な
自
然
言
語
を
以
て
制
度
を
起
草
す
る
か
、
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
（
そ
れ
に
合
わ
せ

て
立
法
す
べ
き
と
い
う
見
解
も
あ
る）

106
（

）、
そ
の
い
ず
れ
の
途
に
与
す
る
か
、
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
法
律
レ
ベ
ル
で
ど
の
程
度
の

具
体
的
な
規
定
を
配
備
す
る
か
、
と
い
う
租
税
法
律
主
義
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
し
、
後
者
は
現
行
の
立
法
実
務
か
ら
す
る
と
、
想
像

不
能
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
（
な
お
、
こ
の
点
、K

irchhof

教
授
に
よ
る
と
、
納
税
義
務
者
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
租
税
立
法

者
の
主
た
る
名
宛
人
に
な
る
と
さ
え
指
摘
さ
れ
る）

107
（

））
108
（

。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
立
法
へ
の
影
響
を
考
え
た
場
合
、
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
以
て
法
律
の
内
容
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
法
律
レ
ベ
ル
で
十
二
分
に
立
法
者
意
思
が
実
現
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ

れ
故
に
か
か
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
少
な
く
と
も
明
確
性
は
相
応
に
確
保
可
能
で
あ
る
と
も
言
い
う
る）

109
（

。

　

な
お
、
租
税
法
で
はELSTER

や
記
入
済
み
納
税
申
告）

110
（

の
文
脈
に
お
い
て
電
子
化
は
可
能
な
も
の
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ

り
、
こ
こ
でK

ube

教
授
の
議
論
を
参
照
す
る
と
、
曰
く
「
正
当
化
の
必
要
性
、
基
本
権
と
の
接
触
性
、
法
律
要
件
お
よ
び
法
律
効
果
に

お
け
る
価
値
判
断
の
必
要
性
に
応
じ
て
、
一
般
的
な
法
律
に
つ
い
て
効
率
化
を
促
進
す
る
自
動
的
法
執
行
が
開
か
れ
た
り
、
ま
た
は
閉
じ

ら
れ
た
り
す
る
。
主
と
し
て
数
字
に
よ
る
、
拘
束
的
な
意
思
決
定
が
特
徴
の
、
そ
れ
故
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
開
か
れ
た
租
税
法
は
、

（
105
） 　G

uckelberger, Ö
ffentliche Verw

altung (Fn.59), R
n.42.

（
106
） 　K

irchhof, Einzelfallgerechtigkeit (Fn.99), S.367.

（
107
） 　K

irchhof, Paul, D
ie steuerrechtliche B

edeutung der D
igitalisierung für U

nternehm
en und U

nternehm
ensberater D

StR
 2018, 501.

（
108
） 　

な
お
、
本
文
中
の
後
者
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
議
論
に
よ
る
と
な
お
検
討
の
余
地
あ
り
、A

nzinger, M
öglichkeiten der D

igitalisierung (Fn.92), S.33f.

に
実
例
が
あ
る
。

（
109
） 　R

eim
er, D

er Einfluss der D
igitalisierung (Fn.86), S.105.
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こ
の
関
連
で
は
、
主
と
し
て
人
間
に
関
係
す
る
、
非
常
に
裁
量
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
、
そ
し
て
基
本
権
に
重
大
な
警
察
法
と
は
異
な
る
と

評
価
さ
れ
る
。」）

111
（

、
と
さ
れ
、
租
税
法
は
、
従
前
の
立
法
実
務
を
変
え
る
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
な
り
う
る
と
も
考
え
ら
れ
る）

112
（

。

　

但
し
、
い
わ
ゆ
る
自
己
学
習
型
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（selbstlernende A

lgorithm
en

）
の
投
入
に
つ
い
て
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
根
拠
と
し
て
、
も
と
も
と
予
定
さ
れ
た
作
業
段
階
の
好
ま
し
く
な
い
結
果
を
避
け
る
た
め
に
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
自
ら
新
し
い
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
作
成
の
段
階
で
予
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
法
的
問
題
に
つ
い
て
新
た

な
解
決
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

113
（

。
お
そ
ら
く
は
、
該
当
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
何

ら
か
の
統
制
が
必
要
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
自
己
学
習
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
内
容
が
租
税
立
法
者
の
そ
れ
と
乖
離
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
民
主
主
義
立
法
、
法
治
主
義
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
ろ
う）

114
（

。
し
か
も
、
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
一
五
五
条
四

項
三
文
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
完
全
な
自
動
化
と
い
う
原
則
を
ベ
ー
ス
に
し
た
制
度
設
計
を
進
め
た
場
合
の
、
手
作
業
の
介

（
110
） 　K

irchhof, G
eiger, R

echtsetzung und R
echtsanw

endung im
 steuerlichen M

assenfallrecht:Zu den lohnsteuerlichen Sachbzügen, der m
odernisierung 

des B
esteuerungsverfahrens, der gesetzlichen Typisierung sow

ie der Ist-　

und Soll-Ertragsbesteuerung, in:D
rüen, K

laus-D
ieter (H

rsg.), B
esteuerung 

von A
rbeitnehm

ern, K
öln 2017, S.68f. 

所
論
に
よ
る
と
、
諸
外
国
に
お
い
て
は
実
例
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
未
だ
未
導
入
で
あ
る
と
す
る
。
納
税

義
務
者
は
記
入
済
み
申
告
書
の
内
容
を
自
ら
確
認
し
、
そ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
納
税
申
告
は
容
易
と
な
り
、
課
税
庁
も
納
税
義
務

に
影
響
を
与
え
る
顕
著
な
点
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
の
負
担
軽
減
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

（
111
） 　K

ube, V
V

D
StR

L 78 (2019), S.321f. 

さ
ら
に
は
、Eifert, M

artin, Electronic G
overnm

ent:D
as R

echt der elektronischen Verw
altung, B

aden-B
aden 

2005, S.122;G
uckelberger, Ö

ffentliche Verw
altung (Fn.59), R

n.429

も
同
旨
か
。

（
112
） 　

同
旨
か
、Schm

idt, C
hristoph, R

isikoorientierte Fallausw
ahl, autom

ationsgeschützte Fallbearbeitung und elektronische Steuerfestsetzung:C
hancen, 

H
erausforderungen und G

renzen des digitalaen Steuervollzugs, B
erlin 2021, S.106ff.

（
113
） 　Stelkens, in:Stelkens / B

onk / Sachs (H
rsg.), V

w
V

fG
 (Fn.8), 

§ 35a R
n.47.

（
114
） 　Stelkens, in:Stelkens / B

onk / Sachs (H
rsg.), V

w
V

fG
 (Fn.8), 

§ 35a R
n.47.
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入
の
必
要
性
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
公
務
員
の
倫
理
と
知
見
を
市
民
の
た
め
に
利
用
す
る
と
い
う
選
択
肢
の
重
要

性
で
あ
っ
て）

115
（

、
特
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
租
税
法
に
お
い
て
は
、
執
行
自
動
化
が
、
包
摂
の
責
任
を
市
民
に
対
し
て
負
荷
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る）

116
（

。
こ
こ
で
、「
電
子
申
告
の
充
足
は
、
最
終
的
な
も
の
か
、
ま
た
は
可
罰
的
な
行
為
へ
の
批
判
と
な
る
そ
う
し
た
納
税
義
務
者

に
よ
る
法
的
な
評
価
を
前
提
と
す
る
」）

117
（

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
納
税
義
務
者
が
自
己
の
経
済
活
動
に
係
る
租
税
法
的
性
質
決
定
に
必
ず
し

も
確
信
を
持
て
な
い
場
合
に
は
、
事
後
的
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
負
う
リ
ス
ク
が
生
じ
う
る
。
そ
こ
で
、
租
税
手
続
に
お
け
る
何
処
か
で
の

納
税
義
務
者
と
課
税
庁
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
と
な
ろ
う
。

４　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
非
公
開

　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
公
開
は
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
如
何
な
る
基
準
で
納
税
申
告
の

識
別
が
さ
れ
る
か
は
、
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
内
容
を
（
完
全
に
公
開
し
な
い
ま
で
も
）
推

測
で
き
る
よ
う
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
納
税
申
告
の
際
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
適
用
上
、
一
定
の
基
準
を
充
足
し
た
も
の
に
つ

い
て
、
職
員
に
よ
る
確
認
に
移
行
す
る
場
合
が
分
か
る
と
い
う
よ
う
に
、
基
準
を
見
破
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
適
正
課
税
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
る）

118
（

。
こ
れ
は
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
開
の
要
請
も
あ
る）

119
（

（
条
件
づ
け
ら
れ
た
秘
密
留
保）

120
（

。
な
お
、
例
え
ば
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
を
法
律
上
で
は
な
く
、
行
政
規
則
上
に
規
律
す
る
場
合
に
は
、
法
律
上
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
公

（
115
） 　K

ube, V
V

D
StR

L 78 (2019), S.323.

（
116
） 　K

ube, V
V

D
StR

L 78 (2019), S.323.

（
117
） 　K

ube, V
V

D
StR

L 78 (2019), S.323.

（
118
） 　M

artini (Fn.62) D
Ö

V
 2017, 452.

（
119
） 　M

artini (Fn.62) D
Ö

V
 2017, 452;G

uggenberger (Fn.18), N
V

w
Z 2019, 850; Seer, R

om
an, Entw

icklungslinien und Zukunftsfragen des 

Steuerverfahrensrechts, in:D
rüen / H

ey / M
ellinghoff (H

rsg.), 100 Jahre (Fn.88), S.1728f.
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開
条
項
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
立
場
も
あ
る）

121
（

）。
確
か
に
、
法
治
国
家
の
透
明
性
と
人
格
権
の
保
護
（D

SG
V

O

五
条
一
項lit.a

）
122
（

）
の
要
請

は
あ
り
つ
つ
も）

123
（

、
し
か
し
手
の
内
を
見
せ
な
い
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
上
回
る
も
の
と
は
思
え
な
い
の
で
、
現
行
法
の
立
場
に
与
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

と
は
い
え
、D

SG
V

O

一
三
条
二
項lit.f

）
124
（

、
同
一
四
条
二
項lit.g

）
125
（

、
同
一
五
条
一
項H

s.2 lit.h

）
126
（

に
基
づ
け
ば
、
私
人
が
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
根
拠
を
、
検
証
、
統
制
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
的
仕
組
み
で
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
コ
ー
ド
の
公
開
ま
で
は
必
要
な
い
と
さ
れ）

127
（

、
特
に
、（
例
、
先
入
観
、
差
別
を
も
た
ら
す
よ
う
な
）
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
中
に
潜
む
エ
ラ
ー

を
ど
の
よ
う
に
統
制
す
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、（
独
立
機
関
、
裁
判
所
の
よ
う
な）

128
（

）
外
部
統
制
の
可
能
性
は
追
及
さ
れ
る
べ
き

と
さ
れ
て
い
る）

129
（

。
公
開
に
よ
る
統
制
が
馴
染
ま
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
（
特
に
将
来
的
に
は
）
相
応
の
専
門
技
術
的
知
見
も
要
す
る
こ
と

も
あ
り
う
る
た
め
、
立
法
、
行
政
に
よ
る
自
己
統
制
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
差
し
当
た
っ
て
専
門
機
関
に
よ
る
統
制
に
合
理
性
を
認
め
る

（
120
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.), Steuerrecht (Fn.22), R
n.21.7.

（
121
） 　D

rüen, D
ie Zukunft (Fn.33), S.14.

（
122
） 　H

eberlein, H
orst, in:Ehm

ann / Selm
ayr (H

rsg.), D
S-G

V
O

 (Fn.64), A
rt.5 R

n.8, 11.

（
123
） 　

こ
の
点
、H

eberlein, H
orst, in:Ehm

ann / Selm
ayr (H

rsg.), D
S-G

V
O

 (Fn.64), A
rt.13 R

n.8, 11. 

ま
た
、Schm

idt, R
isikoorientierte Fallausw

ahl 

(Fn.112), S.137

も
、
納
税
義
務
者
に
対
し
て
、
自
身
の
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
等
を
公
開
す
べ
き
と
す
る
。

（
124
） 　K

nyrim
, R

ainer, in:Ehm
ann / Selm

ayr (H
rsg.), D

S-G
V

O
 (Fn.64), A

rt 13. R
n.63.

（
125
） 　K

nyrim
, R

ainer, in:Ehm
ann / Selm

ayr (H
rsg.), D

S-G
V

O
 (Fn.64), A

rt 14. R
n.40.

（
126
） 　Ehm
ann, Eugen, in:Ehm

ann / Selm
ayr (H

rsg.), D
S-G

V
O

 (Fn.64), A
rt 15. R

n.17, 19.

（
127
） 　M

artini (Fn.62) D
Ö

V
 2017, 453.

（
128
） 　B

raun B
inder (Fn.81), D

StZ 2016, 531.

（
129
） 　M

artini (Fn.62) D
Ö

V
 2017, 453.
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こ
と
が
で
き
よ
う
。

５　

小
括

　

繰
り
返
す
が
、
す
べ
て
の
租
税
上
の
決
定
は
自
動
化
で
き
な
い
こ
と
に
は
留
意
す
る
べ
き
で
あ
る）

130
（

。
随
所
で
見
た
よ
う
に
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
も
と
に
お
い
て
、
手
作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と）

131
（

は
理
論
上
も
、
実
際
上
も
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
曰
く
、

「
・
・
・
い
か
な
る
文
脈
に
お
い
て
知
能
シ
ス
テ
ム
（intelligente System

）
を
投
入
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
か
の
判
断
は
、
大
規
模
な

デ
ー
タ
量
の
処
理
お
よ
び
速
く
、
明
確
な
予
測
的
意
思
決
定
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
が
人
間
に
一
般
的
に
優
位
す
る
こ

と
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
金
融
市
場
に
お
け
る
予
測
に
こ
れ
は
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
問
題
解
決
の
た
め
に
、
異

な
る
戦
略
を
組
み
合
わ
せ
る
、
新
し
い
情
報
を
産
み
出
す
、
ま
た
は
象
徴
的
な
理
論
を
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
従
来
特
に
、
テ
ク
ス
ト
の
解
釈
お
よ
び
起
草
の
際
に
は
知
能
シ
ス
テ
ム
能
力
は
限
定
的
で
あ
る
。
加
え
て
、
市
場
向
き
の
シ

ス
テ
ム
（M

arktgängige Syetem
e

）
は
、
個
別
ケ
ー
ス
の
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
見
て
判
断
を
行
う
こ
と
は
な
お
で
き
な
い
。・
・
・
特
定
の

状
況
に
お
い
て
は
、
状
況
適
合
的
使
用
と
い
う
原
則
が
法
的
次
元
を
有
し
、
そ
し
て
知
能
シ
ス
テ
ム
の
投
入
に
限
界
を
敷
く
。
一
方
で
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
る
お
よ
び
加
工
可
能
な
デ
ー
タ
と
他
方
で
の
即
物
的
意
思
決
定
の
基
盤
の
〝
深
さ
〞
に
係
る
法
的
要
請
と

（
130
） 　A

utom
atisiert erlassene Verw

altungsakte und B
ekanntgabe　

über Internetplattform
en

―Fortentw
icklung des Verfahrensrechts im

 Zeichen der 

D
igitalisierung:W

ie K
önnen rechtsstaatliche Standards gew

ahrt w
erden? , Stellungnahm

e des B
eirats Verw

altungsverfahrensrecht beim
 

B
undesm

inisterium
 des Innern zur Frage der Z

ulassung vollständig autom
atisiert erlassener V

erw
altungsakte und B

ekanntgabe von 

Verw
altungsakten　

über Internetplattform
en, N

V
w

Z 2015, 1115. 

な
お
、
例
え
ば
、H

euerm
ann, R

oland / M
atthias Tom

enendal / C
arsten Jürgens, 

W
irkungen und Erforge der D

igitalisierung, in: H
euerm

ann, R
oland / M

atthias Tom
enendal / C

hristian B
ressen (H

rsg.), D
igitalisierung in B

und, 

Ländern und G
em

einden:IT-O
rganisation, M

anagem
ent und Em

pfehlungen, B
erlin 2018, S.231f.

も
目
下
同
旨
で
あ
ろ
う
か
。

（
131
） 　R

am
sauer, in:K

opp / R
am

sauer (H
rsg.), V

w
V

fG
 (Fn.4), 

§ 24 R
n.8;G

roß (Fn.6), Verw
A

rch. 95 (2004), 409.
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の
間
の
不
均
衡
が
存
在
す
る
場
所
で
は
、
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
。」）

132
（

と
。
以
上
の
言
明
を
踏
ま
え
て
、
一
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
租
税

法
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
案
件
の
事
実
関
係
を
詳
細
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
そ
う
で
あ
ろ
う
し
、
目
下
経
済
取
引
の
法
的
性
質

決
定
を
行
う
こ
と
は
担
当
職
員
の
判
断
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
、（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
通
じ
た
）
自
動
化
は
、
機
械
的
判
断
は
で
き

る
が
、
衡
量
的
包
摂
は
で
き
ず
、
特
に
、
不
確
定
概
念
へ
の
包
摂
が
そ
う
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る）

133
（

。

　

な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
企
業
の
納
税
申
告
にB

lockchain

の
技
術
は
使
用
し
な
い
と
さ
れ
る）

134
（

。
こ
れ
は
、
か
か
る
技
術
が
こ
の

文
脈
で
は
性
質
上
適
合
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
行
のELSTER

の
仕
組
み
に
対
す
る
優
越
性
は
な
い
と
い
う

評
価
が
あ
る）

135
（

。

（
132
） 　W

ischm
eyer (Fn.91), A

Ö
R

 143 (2018), 32f.

（
133
） 　Schm

idt, R
isikoorientierte Fallausw

ahl (Fn.112), S.95f.

（
134
） 　B

T-D
rucks.19 / 1763, S.3.

（
135
） 　G

uckelberger, Ö
ffentliche Verw

altung (Fn.59), R
n.135.


